
GBIF（地球規模生物多様性情報機構）は、地球上のあらゆる種類の生物に関するデータを
誰でも、どこからでも利用できるように、オープンアクセスで提供することを目的として、各
国政府からの資金（拠出金）によって運営されている国際的なネットワークであり、データ基
盤です。

GBIFでは、世界中の生物多様性データを、国際標準（ダーウィン・コア）に基づく共通の
データ形式で集約・統合し、横断的に検索・利用できるようにしています。公開されるデータ
の中核となるのは「ある生物が、いつ、どこで確認・採集されたか」を示す記録、すなわちオ
カレンスデータです。GBIFが収集するオカレンスデータには、博物館等が所蔵する生物標本
（化石を含む）、研究者の研究や市民参加型調査に基づく記録などが含まれます。

また、GBIFではオカレンスデータに加えて、ある地域や分類群の網羅的な種名目録
（チェックリスト）、調査イベントを中心に、調査方法や調査努力量の情報とともに生物の出
現情報を記録するサンプリングイベントデータも公開しています。これらのデータは、生物の
分布やその変化の把握、生物多様性研究、環境政策、保全活動などに幅広く活用されています。

現在利用できる情報は…約37億件！※

地球規模生物多様性情報機構
Global Biodiversity Information Facility

GBIFトップページ（https://www.gbif.org/）

GBIF事務局（デンマーク）

言語を選択

オカレンスレコード
（Occurrence records）

データセット（Datasets）

提供機関
（Publishing institutions）

メニューや見出しなどから順次、日本語
化を進めています。詳しくは、以下の
ウェブページを参照してください。
（https://www.gbif.org/ja/）

オカレンスレコード、データセットなど
をクリックすると対象の全オカレンスレ
コードが検索できます。
左側のプルダウンメニューの項目（学名、
場所など）によって絞り込みができます。
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オカレンスレコードの検索結果

※2026年7月現在
・ダーウィン・コア（Darwin Core）：標本、観察記録、分類群、採集場所などの生物多様性情報を、異なる機関や情報シ
ステムの間で共有するために、項目名とその意味を定めた国際標準。
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